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プロポーザル参加事業者　様
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（　公　印　省　略　） 


回　答　書

総合的人材支援体制の構想策定業務委託における業者選定プロポーザルへの質問について、下記のとおり回答をします。

	回答内容

	

	【質問①】　仕様書 5(1) 
現在、豊田市で稼働している就労支援室等の相談拠点について、現時点での運営上の最大の課題と認識されている点は何でしょうか 。 


【回答】就労支援室等の相談拠点における運営上の最大の課題について、その点について当該委託で整理いただくことを想定しています。なお、就労支援室については、ハローワーク豊田及び愛知労働局との協定に基づく事業であり、豊田市単独事業ではないことをご承知おきください。


	【質問②】　仕様書 5(1) 
民間人材紹介会社等との役割分担（民業圧迫の回避等）についても検討項目に含まれますか 。 


【回答】仕様書5(1)行政が担う支援領域の整理においては、民間事業（人材紹介会社を含む）との役割分担（民業圧迫の回避等）についても検討項目に含むことを想定しています。

	【質問③】　仕様書 5(2) 

企業・求職者へのヒアリングおよびアンケート調査について、市が想定している対象数（n数）や抽出方法の目安があればご教示ください。 


【回答】現時点で市が想定している目安はありません。対象数や抽出方法等を含め、ヒアリング及びアンケート調査の手法についてご提案ください。なお、契約後、市の過去に実施したヒアリングや調査の結果を提供しますので、それらを活用していただくことも想定しています。

	【質問④】　仕様書5(4) 

マッチングの対象について、特に市として優先したい特定の業種（製造業等）や、特定のターゲット層（シニア、若者、外国人等）はありますか 。 


【回答】マッチングの対象としたい業種やターゲット層については、現時点では特に指定しません。
仕様書5(2)及び(3)の結果を踏まえて設定いただくことを想定しています。





	 【質問⑤】　仕様書 5(5) 
ワークショップ等の開催回数、および1回あたりの参加人数の想定を教えてください。また、会場借上料や消耗品費等の諸経費は、提案限度額内に含める認識で相違ないでしょうか。 


【回答】関係機関等が参画する検討の場（意見交換、ワークショップ等）について、少なくとも開催回数は2回以上、１回あたりの参加人数は10人以上を想定していますが、関係機関等が参画する検討の場は、豊田市の特徴や労働市場の動向等を的確に捉え、総合的支援体制を具体化するための重要な工程と認識しています。その点を踏まえて、最適な数量と手法をご提案ください。また、会場使用料や消耗品費等の諸経費は、ご推察のとおり提案限度額内に含めてください。



	【質問⑥】　仕様書 5(5) 
レイアウト図の作成について、什器の配置や内装イメージを含むパース等の作成まで求められるのでしょうか。精緻さのレベル感を教えてください。 


【回答】仕様書5(5)イ(イ)空間づくりについては、(ア)支援機能の整理において整理した支援機能を実現するために必要な空間を提案していただくことを想定しています。提案していただくにあたり、その手法（什器の配置や内装イメージを含むパース等の作成等）については言及しませんが、提案内容を共有するうえで、より良い手段を選択してください。


	【質問⑦】　仕様書 6
令和8年9月上旬の中間報告では、どの項目までの完了を求めていますか。 


【回答】令和8年9月上旬の中間報告では、6成果物の提出における、
・(1)将来ビジョン　の案
・(2)基本計画　の案
・(3)実行計画　の策定方針
・(4)現状の分析報告書　の案
・(5)先進事例調査報告書　の案
を報告いただくことを想定しています。

	【質問⑧】　実施要領 7 副本の作成

提案書（副本）の『業務経歴』において、過去の取引先である官公庁名や具体的な事業名を記載することは、社名を連想させる情報に該当しますか。それとも『A市』のように匿名化すべきでしょうか。 


【回答】過去の取引先である官公庁名や具体的な事業名については記載いただいて構いません。













